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⽇本の科学技術⼒およびそれを⽀える⼈材は世界と⽐較して劣ってきているのか？ 
 
最近、新聞紙上などで、⽇本の技術⼒や学⼒の低下が取りざたされることが多くなった。 
世界と⽐較して、何をもって⽇本の実⼒や能⼒が低下してきているというのだろうか？ 
 
よく出てくる指標は、研究開発費、論⽂の数およびその引⽤回数、特許の出願数、博⼠号取
得者数、国際的な学⼒⽐較などである。特に最近では、中国と⽐べて「劣っている」との論
調が強い。劣勢になってくるとすぐにどこが悪い、誰が悪いと⾔い始めるのは⽇本⼈が持っ
ている⺠族的特質である可能性が強い。中国を除く東南アジアの⼈々に対しては強気であ
るが、⻄欧列強に対しては弱腰、かつての⽇本はそのようであった。この歴史がまだ尾を引
いているのか。 
 
⽇本の技術⼒や⼯夫⼒は世界でまだ冠たるものであると私は思っている。⽇本の良いとこ
ろを評価するのと悪いところを指摘するのでは、天と地である。今⽇の経営学でもそうだが、
良いところを伸ばしていく、それが教育でも然り、企業業績の向上でも然りである。⽇本⼈
は⾃分⾃⾝の良いところを⾒失ってしまっているように感じられる。すなわち⾃信の喪失
である。 
 
以下に引⽤したのは NHK の Web である。この内容も中国の科学技術の進展には⽬を⾒張
るものがあるが、⽇本はそうではないとの論調である。この Web における救いは、いちば
ん最後の部分で、⼤隅良典栄誉教授が次のように述べておられる部分である。 
 
 

ノーベル医学・⽣理学賞を受賞した東京⼯業⼤学の⼤隅良典栄誉教授は、競争⼒や成果偏
重の考え⽅を転換しなければ、⽇本の科学の良さが失われかねないと警鐘を鳴らす。 

「『こうやれば必ず結果が出ます』というのは科学ではありません。わからないことに挑
戦してみようという精神を失ってはいけない。成果がありそうなところに集中投資ばかり
していたら、新しい研究の芽が⽣まれてくることはないと思います。これから⽇本からノー
ベル賞受賞者が続々と⽣まれるかというと、だんだん難しくなってくると思います」 
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https://www3.nhk.or.jp/news/special/nobelprize2018/tokushu/tokushu_01.html 

 

 
 

 

 

 


